
【
書
「
　
評
】

ー

811

．
．
訓
読
語
研
究
史
か
ち
見
た
二
訓
点
串
の
研
究
」

・
書
評
は
ど
の
受
う
に
し
た
ら
よ
い
か
、
と
い
う
声
を
今
日
屡
々
耳
に
す

る
。
外
国
で
は
書
評
の
方
法
に
つ
い
て
の
成
書
も
あ
る
と
か
。
以
下
は
同
じ

．
悩
み
を
持
つ
者
の
拙
い
所
為
と
お
許
し
い
た
だ
き
た
い
。

今
を
去
る
二
十
七
年
前
、
春
日
政
治
博
士
は
、
一
国
語
資
料
と
し
て
の
訓
点
の

価
値
の
大
な
る
こ
．
と
を
論
じ
て
、
そ
れ
が
国
語
の
音
韻
の
変
遷
・
語
彙
の
歴
史

的
観
察
・
語
法
に
お
け
る
、
古
格
・
時
代
的
変
遷
、
l
文
体
史
の
考
察
に
資
す
べ

き
好
菅
料
で
あ
り
、
さ
ら
に
諸
訓
点
に
残
さ
れ
た
資
料
を
検
討
し
．
て
時
代
づ
け
、

昇
銃
．
づ
け
る
こ
と
が
将
来
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
領
域
で
あ
る
こ
と
を
字

音
表
記
に
開
し
て
説
か
れ
た
。
l
こ
の
高
説
碇
は
平
安
初
期
を
主
と
す
る
豊
富
な

訓
点
資
料
が
駆
使
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
個
々
の
紹
介
も
別
に
さ
れ
た
が
、

か
の
「
西
大
寺
本
金
光
明
最
勝
王
経
古
点
の
国
軍
学
的
研
究
」
の
名
著
は
そ
れ

ら
の
頂
点
で
あ
り
、
由
後
の
訓
読
語
研
究
の
指
針
と
な
っ
て
い
賢
し
と
は
広
く

人
の
知
る
所
で
あ
る
。

近
刊
の
「
訓
点
語
の
研
究
」
の
著
者
大
坪
併
治
氏
は
、
昭
和
九
年
秋
の
右
の

講
．
浜
に
お
け
る
聴
者
の
士
等
お
っ
た
。
氏
は
翌
年
七
月
「
都
曽
訓
義
考
」
、

九
月
「
禁
止
表
現
法
史
」
の
好
儲
文
を
手
始
め
に
、
。
主
と
し
て
平
安
初
期
か
ら

ヰ
期
の
石
山
寺
蔵
本
を
中
心
と
す
る
訓
点
資
粗
の
紹
介
を
鋭
意
進
め
ら
れ
て
来

た
。
そ
れ
ら
の
論
文
（
未
発
表
第
1
0
岩
。
発
展
年
個
と
誌
名
と
を
本
稿
の
最
後

に
示
し
た
。
本
音
虻
は
出
版
事
情
か
．
ら
そ
れ
を
欠
く
の
で
．
、
こ
の
よ
う
な
形
に

小
　
！
林
㍉
芳
、
．
一
畢

し
て
お
く
こ
と
も
意
味
が
あ
る
と
思
う
）
約
三
十
翁
を
、
第
一
部
（
表
記
法
2

篇
・
音
嶺
と
仮
名
退
3
富
・
文
法
4
篇
・
特
殊
な
漢
字
の
訓
法
3
第
・
語
彙
6

篇
）
、
第
二
部
（
十
種
の
訓
点
資
料
の
紹
介
）
　
に
類
別
し
て
集
め
ら
れ
た
の
が

本
書
で
あ
る
。
著
者
半
生
の
訓
点
研
究
の
結
集
で
あ
る
と
い
え
る
。
．
訓
点
研
究

に
お
け
る
学
問
以
前
の
煩
雑
な
努
力
や
、
研
究
の
陰
に
隠
れ
た
困
難
な
事
情
を

思
う
と
き
、
こ
の
よ
う
な
大
著
を
成
さ
れ
た
著
者
の
労
に
対
し
て
深
い
敬
意
を

表
す
る
か
の
で
あ
る
。

凡
そ
1
訓
点
研
究
を
国
語
史
研
究
に
役
立
て
る
と
い
う
と
き
、
狭
広
二
つ
の

ヽ

立
場
が
考
え
ら
れ
る
。
一
は
訓
点
研
究
は
常
に
従
で
あ
っ
て
、
主
掴
的
は
訓
点

と
は
別
な
（
こ
の
よ
う
な
表
現
は
比
喩
的
で
洩
る
が
、
二
者
を
別
に
考
え
よ
う
と

す
る
立
場
を
て
ぅ
見
る
）
国
語
史
に
あ
る
。
あ
た
か
も
、
万
葉
集
の
訓
釈
に
、
訓

点
資
料
に
魔
る
語
彙
を
活
用
し
た
り
、
国
語
音
韻
史
考
案
に
、
転
写
を
経
た
仮

名
文
の
不
醇
な
資
料
よ
り
も
書
写
当
時
の
第
一
次
資
料
た
る
訓
点
資
料
を
も
っ

て
す
る
、
ま
た
は
平
安
初
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
の
従
来
の
資
料
で
は
空
白
で

あ
っ
．
た
文
法
・
文
体
に
関
す
．
る
項
目
を
埋
め
る
、
と
い
う
立
場
で
あ
る
。
第
二

＊
l

の
立
場
に
お
い
て
は
、
訓
儲
語
が
、
文
語
の
一
種
と
し
て
過
去
に
お
け
る
E
本

語
泉
現
に
重
要
な
定
位
置
を
占
め
て
来
た
事
実
、
し
か
し
な
が
ら
、
本
質
的
に

は
漢
籍
・
仏
典
な
ど
の
漢
文
の
性
格
や
学
問
形
態
等
に
制
約
さ
れ
て
い
る
と
い

ぅ
特
殊
性
を
思
う
と
き
、
訓
読
語
そ
の
も
の
の
研
究
（
た
と
え
ば
体
系
的
、
遍



」究研の語点佃た見らカ史究研語儲訓

時
的
）
　
が
、
つ
ま
り
そ
の
ま
ま
国
語
史
の
二
分
野
た
り
う
る
と
い
う
考
え
方
で

あ
る
。
・

．
．
（
＊
1
）

訓
点
語
は
訓
点
資
料
の
言
語
の
意
で
あ
る
が
、
漢
文
訓
読
語
は
訓
点
資
料

．
に
限
ら
ず
、
和
文
中
に
引
用
さ
れ
l
た
そ
れ
も
、
古
辞
書
・
音
義
の
古
訓

も
、
ま
た
変
体
漢
文
な
ど
の
言
語
も
含
ま
れ
る
の
で
、
訓
点
語
と
．
い
う
名

称
は
そ
の
資
料
を
一
部
に
局
限
し
た
か
の
誤
解
を
招
く
か
ら
、
「
訓
読
語
」

を
都
す
る
と
い
う
築
島
裕
氏
の
考
・
是
l
　
拠
る
。
ま
た
「
訓
点
語
」
と
い
う

・
名
称
に
は
罪
．
一
の
立
場
を
思
わ
せ
る
も
の
が
あ
る
か
ら
で
も
あ
る
。

春
日
博
士
が
国
語
資
料
と
し
て
の
訓
点
の
位
置
を
説
か
れ
た
根
概
に
は
、
訓
点

研
究
を
第
一
の
立
場
か
ら
見
る
予
覚
方
が
強
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
本
書

「
訓
点
語
の
研
究
」
に
お
け
る
目
的
も
、
「
新
し
い
資
料
に
よ
っ
て
国
語
史
の

空
白
を
補
ひ
」
（
序
）
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
同
じ
く
第
一
の
立
場
に
よ
．
っ
て

い
る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
第
一
部
の
詳
論
が
語
透
よ
う
に
大
き
な
成
果
を

「
国
語
史
」
に
も
た
ら
し
た
。

第
一
に
、
．
国
語
音
韻
史
に
、
幾
つ
か
の
新
し
い
事
実
を
加
え
、
廟
例
を
補
っ

た
こ
と
で
あ
る
。
の
語
頭
の
「
オ
」
と
「
ヲ
」
と
の
仮
名
道
を
誤
り
、
ワ
行
の

「
ヱ
」
を
ハ
行
の
－
「
へ
」
に
誤
る
事
は
、
か
の
一
〇
〇
二
（
長
保
四
）
年
地
点

の
石
山
寺
本
法
革
義
疏
に
よ
っ
て
、
大
矢
博
士
の
「
仮
名
遣
及
仮
名
字
体
沿
革

△

史
料
」
以
来
夙
に
知
る
所
で
あ
る
。
こ
の
資
料
に
は
他
に
「
サ
ハ
カ
シ
カ
デ

△

ヌ
」
や
ハ
行
転
呼
層
「
カ
ヲ
」
な
ど
よ
く
指
摘
さ
れ
、
．
仮
名
遣
研
究
史
上
重
要

視
さ
れ
て
き
た
、
が
同
時
に
一
．
〇
〇
二
年
が
大
き
な
断
層
と
な
っ
て
、
こ
れ
ら

．
の
誤
は
そ
れ
以
上
朔
り
え
な
い
か
の
ご
と
き
感
を
与
え
ら
れ
た
向
も
あ
っ
た
。

木
琴
「
音
韻
と
仮
名
遣
」
の
「
ア
・
ハ
・
ヤ
」
ヮ
四
行
の
況
同
」
の
諸
例
は
、
個
別

的
町
は
誤
用
が
よ
り
早
い
こ
と
を
示
し
た
。
即
ち
、
語
頭
の
「
ヲ
」
「
オ
」
混
同

例
と
し
て
沿
革
史
料
で
示
さ
れ
た
八
八
二
　
（
元
慶
七
）
年
加
点
の
地
蔵
十
輪
経

△

の
．
「
暗
オ
ク
ラ
シ
」
は
今
ま
で
疑
わ
れ
て
い
た
が
、
も
う
一
例
が
補
加
さ
れ
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
少
く
と
も
、
聖
語
蔵
菩
薩
善
戒
経
書
点
「
駈
冨
」
（
古
訓
点
の

研
究
）
、
「
法
華
経
玄
賛
平
安
中
期
点
（
淳
線
八
九
〇
－
窒
一
元
点
）
「
現
ヲ
（
ツ
）
セ
ド
モ
」

（
計
本
語
の
歴
史
≡
霊
や
石
山
寺
本
守
護
国
界
主
陀
羅
尼
経
舌
点
の
誤
用
二

十
例
と
い
う
本
書
の
指
摘
と
併
せ
て
、
一
〇
〇
二
年
以
前
に
潮
っ
て
更
に
眉
用

例
を
見
出
し
う
る
可
能
性
が
強
く
な
っ
た
。
・
「
ヱ
」
を
「
こ
　
に
誤
を
こ
と
も

法
華
経
玄
賛
平
安
中
期
点
の
　
「
由
ユ
、
へ
」
　
（
「
日
本
語
の
歴
史
」
　
二
七
ペ
に
も
曙

摘
）
　
に
よ
っ
て
一
〇
〇
二
年
以
前
に
減
り
う
る
こ
と
に
な
っ
た
。
何
こ
れ
に
関

連
し
て
、
．
従
来
歴
史
的
仮
名
道
で
「
ヱ
」
と
さ
れ
た
「
机
」
・
は
平
安
初
・
．
中
期

の
「
案
ッ
ク
エ
（
小
川
本
願
経
四
分
律
盲
点
）
」
「
案
、
ツ
文
江
　
人
法
華
義
疏
紙
背

・
訓
）
」
に
よ
．
っ
て
、
本
来
は
ヤ
行
の
「
エ
」
で
為
っ
て
、
歴
史
的
仮
名
達
の
所
拠

と
な
っ
た
和
名
抄
の
「
都
久
恵
」
が
む
し
ろ
、
「
エ
」
を
「
ヱ
」
に
誤
用
さ
れ
た

も
の
と
さ
れ
た
こ
と
は
、
池
上
禎
道
民
の
　
「
ス
ハ
エ
（
新
撰
字
鏡
）
・
ス
ハ
エ
・

（
興
福
寺
本
霊
異
里
」
や
、
従
来
知
ら
れ
．
た
九
四
三
　
（
天
竺
ハ
）
年
の
日
本

紀
貴
宴
和
歌
の
そ
れ
と
相
補
う
こ
と
に
な
る
。
㈹
上
代
特
殊
仮
名
達
の
ア
行
の

．
「
7
」
と
ヤ
行
の
「
エ
」
の
流
用
の
疑
例
を
八
五
八
．
（
天
安
二
）
年
の
大
智
度

論
に
指
摘
さ
れ
た
の
も
新
し
い
事
で
あ
る
。
た
だ
し
従
来
知
ら
れ
た
承
平
頃
の

混
乱
例
ま
で
は
後
続
の
諸
点
本
に
混
乱
の
確
例
が
な
い
点
に
疑
が
残
る
。
肖

「
ヰ
」
と
「
イ
」
．
と
の
況
同
を
九
〇
九
（
延
喜
九
）
年
点
の
蘇
悉
地
掲
羅
経
に

指
摘
さ
れ
た
点
で
は
新
し
い
事
柄
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
す
べ
て
ヲ
コ
ト
点
に
よ

る
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
私
も
十
年
前
遠
藤
博
士
の
好
意
で
調
査
し
た
折
か
ら

気
に
は
か
か
っ
て
い
る
が
、
仮
名
に
お
け
る
誤
り
と
同
様
に
扱
う
こ
と
に
や
は

り
躊
躇
を
覚
え
て
い
る
。
．
青
彩
香
屋
本
土
左
日
記
に
お
け
る
池
田
博
士
の
原
本

再
建
の
方
法
は
可
能
性
の
い
く
つ
か
せ
ボ
さ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
諸
本
と
も
そ

ろ
っ
て
後
改
の
疑
も
存
す
る
　
（
小
林
「
平
安
時
代
の
平
仮
名
文
の
表
記
様
式
」

．
国
語
学
4
4
）
一
か
ら
彼
の
例
も
ま
た
確
か
で
は
な
く
、
．
や
は
り
確
か
さ
と
い
う
点

911



、

で
は
平
安
後
期
ま
で
下
が
る
と
思
う
。
「
ヒ
」
と
　
「
イ
」
七
の
混
乱
例
が
二

〇
〇
年
頃
以
後
に
し
か
見
付
か
ら
な
い
の
も
併
せ
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
仮
名
道
の
項
に
お
け
る
説
明
の
方
法
は
、
各
項
目
を
細
分
し
て
へ
「
H

ア
列
に
関
す
る
も
の
、
ハ
I
Y
ワ
．
。
⇔
オ
列
に
関
す
る
も
の
、
川
ホ
▲
l
デ
、

∽
オ
▲
l
ヲ
㍉
⇔
エ
列
に
関
す
る
も
の
、
U
、
7
▲
l
工
、
∽
エ
▲
l
ヱ
、
初
へ

▲
l
ヱ
、
的
へ
▲
」
1
工
。
伺
イ
列
に
関
す
る
も
の
、
‖
イ
▲
1
ヰ
、
餌
ヒ
↑
l

ヰ
、
伺
イ
▲
1
ヒ
。
．
帥
ウ
列
に
関
す
る
も
の
、
．
ウ
I
Y
フ
。
」
と
し
、
今
ま
で
転

呼
晋
、
ナ
行
・
・
ワ
行
混
同
な
ど
と
概
括
的
に
述
べ
た
の
を
よ
り
詳
し
く
分
け
て

い
る
。
か
つ
各
項
目
別
に
従
来
指
摘
さ
れ
た
例
に
、
新
し
い
例
を
補
加
し
て
豊

富
な
仮
名
遣
誤
用
例
集
を
な
し
て
い
る
か
ら
、
今
後
こ
の
間
馬
に
触
れ
る
者
に

＊
2

は
極
め
て
便
利
で
あ
る
。
項
末
の
年
表
凌
「
日
本
語
の
歴
史
」
の
そ
れ
に
併
せ

る
七
又
有
益
で
ぁ
ろ
う
。

．
（
＊
2
）こ
の
項
の
用
例
に
つ
圧
て
次
の
よ
う
な
誤
植
等
が
目
に
つ
い
た
。
．

∵
　
㈲
項
目
の
所
属
の
異
様
な
も
の
。
「
エ
ト
ー
ヱ
」
の
項
の
　
「
苗
、
姦
恵
」

’

．
苔
ペ
は
「
廟
へ
ー
呈
」
　
の
例
で
あ
ろ
う
。
「
多
愛
ぬ
」
宍
ペ
は
．
「
‖
タ
一

－
t
エ
」
の
例
。
「
イ
▲
1
ヰ
」
の
項
の
「
蔽
ツ
ヰ
エ
タ
ラ
ム
」
空
ペ
は
「
∽

ヒ
I
l
・
ヰ
」
の
例
で
あ
る
。
㈲
仮
名
道
と
は
無
関
係
だ
が
、
「
選
（
ば
）
レ

マ
イ
一
リ
キ
マ
シ
　
（
神
田
本
白
氏
文
集
天
永
点
）
」
竺
ペ
は
意
味
を
か
j
な

い
。
こ
れ
は
複
製
本
に
よ
る
と
、
「
選
レ
入
マ
イ
リ
キ
、
」
　
で
読
点
が
虜

り
、
「
マ
シ
」
は
次
の
行
重
「
々
（
入
）
時
は
」
の
傍
訓
の
、
「
マ
（
ゐ
）

．
シ
」
で
あ
り
、
．
問
題
七
す
る
「
ゐ
」
の
省
記
例
で
ぁ
る
。
左
訓
「
レ
シ
ト

キ
1
こ
と
あ
る
．
。
（
送
稿
後
著
者
か
ら
志
与
さ
れ
た
正
誤
表
に
よ
れ
ば
、
壊

．
の
．
「
載
ツ
ヰ
ユ
タ
．
ラ
ム
」
を
訂
屈
さ
れ
た
。
他
の
誤
植
は
正
誤
表
参
照
）

飼
サ
行
イ
音
便
は
力
行
よ
り
発
達
が
′
お
そ
く
、
従
来
法
華
義
疏
長
保
点
の
「
著

シ
ル
イ
テ
」
な
ど
が
早
い
も
の
と
さ
れ
た
　
（
国
語
学
要
説
）
。
本
書
で
は
平
安

・
中
期
の
中
頃
ま
で
朔
っ
て
、
石
山
寺
本
守
護
国
界
主
陀
羅
尼
経
自
点
第
一
l
・
六
・

種
、
興
聖
寺
本
大
唐
西
域
記
巻
十
二
台
点
（
と
も
に
加
点
年
代
不
明
）
か
ら
指

摘
さ
れ
た
こ
と
は
、
N
助
動
詞
「
べ
し
」
の
連
体
形
の
イ
音
便
「
ベ
．
い
」
を
石

山
寺
本
守
護
国
界
主
陀
羅
尼
経
自
点
一
．
種
、
朱
点
一
種
に
指
摘
さ
れ
た
の
と
共

や
音
韻
史
の
新
し
い
事
実
で
あ
り
、
ま
た
こ
れ
に
よ
っ
て
転
写
本
で
あ
る
が

示
え
に
疑
わ
れ
て
い
た
和
文
の
　
「
か
た
か
司
り
事
・
お
ぼ
し
め
り
て
」
を
津

保
物
語
）
等
が
成
立
当
時
の
言
葉
を
伝
え
て
い
る
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。
．

こ
の
、
「
二
つ
の
イ
音
便
」
の
説
明
も
ま
た
、
項
目
を
細
分
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に

豊
富
な
用
例
を
補
加
も
て
い
る
。
平
安
初
期
の
イ
音
便
は
中
田
博
士
「
古
点
本

の
国
語
学
的
研
究
」
八
云
ペ
に
辞
し
い
が
、
こ
れ
は
中
期
・
後
期
に
詳
し
い
。

桐
母
音
の
0
と
u
と
の
相
通
に
つ
五
て
は
、
国
語
音
韻
史
で
上
代
文
畝
の
や
中

世
の
は
説
か
れ
て
来
た
が
、
訓
点
資
料
に
よ
っ
て
、
し
た
が
っ
て
平
安
時
代
の

相
通
を
総
合
的
に
指
摘
さ
れ
た
の
も
（
個
別
的
に
は
あ
っ
た
。
「
カ
ゾ
フ
と
カ
ズ

フ
」
な
ど
）
本
書
の
新
車
で
あ
る
。
問
題
を
マ
行
に
限
ら
れ
た
が
、
豊
富
な
用

例
は
、
今
後
の
有
用
な
解
釈
を
導
く
で
あ
ろ
う
し
、
1
．
他
行
の
そ
れ
と
併
せ
て
諸

種
の
問
題
に
発
展
す
る
資
料
と
な
か
で
あ
ろ
う
。

次
に
第
二
に
、
文
法
史
へ
幾
つ
か
を
寄
与
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
「
文

法
」
の
項
の
四
篇
「
平
安
初
期
の
訓
点
語
に
伝
へ
ら
れ
七
上
代
の
文
法
」
「
訓

点
語
の
禁
止
表
現
法
」
「
ト
イ
フ
ハ
・
ト
イ
ハ
・
ト
ハ
に
つ
い
て
」
「
斑
の
古
活

用
」
お
よ
び
「
語
彙
」
の
中
の
「
訓
点
語
の
敬
語
」
「
訓
点
語
の
授
貫
語
」
「
不

肯
の
古
訓
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
横
の
関
係
は
蒋
い
が
、
文
法
史
へ
の
寄
与
と
い
う

意
味
で
共
通
し
た
内
容
で
あ
ろ
う
。

・
「
親
の
古
活
用
」
は
音
価
お
よ
び
活
用
等
に
幾
た
の
問
題
の
あ
る
「
蹴
」
に

つ
い
て
、
平
安
初
・
中
期
の
訓
点
資
料
か
ら
「
コ
エ
」
（
連
用
）
「
コ
ユ
る
」
（
連

体
形
）
　
を
従
来
知
ら
れ
た
「
マ
リ
コ
ユ
（
和
名
抄
）
」
に
加
え
て
、
ヤ
行
下
二
段

0

2
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」究研の語は細た見らカ史究研語庖誹

で
あ
っ
た
こ
と
を
確
か
に
し
た
。
・
こ
の
事
実
は
浜
田
敦
氏
説
（
「
蹴
る
」
と
「
越

ゆ
」
）
に
大
き
く
響
い
て
く
る
（
ニ
三
〇
ペ
）
。
そ
れ
に
し
て
も
ま
だ
幾
つ
か
の
問
題

が
預
る
。
院
政
時
代
の
「
化
ル
」
（
ワ
行
下
一
段
、
合
拗
音
）
。
の
成
立
、
「
化

．
ル
」
と
「
コ
ユ
」
と
の
関
係
、
・
上
代
の
「
翻
積

l
簸
羅
々
箇
須
（
神
代
紀
訓
注
）
」

「
久
恵
（
興
福
寺
本
日
木
霊
異
記
）
」
の
音
価
と
活
用
な
ど
で
あ
る
。
最
後
の

問
題
に
つ
い
て
は
、
大
坪
氏
が
院
政
時
代
の
合
拗
音
の
「
化
ル
」
と
結
び
つ
け

る
と
見
る
こ
と
に
反
対
さ
れ
た
の
に
、
私
も
合
拗
音
の
表
記
史
の
上
か
ら
同
調
．

す
る
。
平
安
時
代
初
中
期
に
は
、
平
仮
名
文
で
．
も
訓
点
資
料
で
も
合
拗
音
は
漢

字
表
記
の
み
で
、
仮
名
に
よ
る
表
記
は
後
世
の
表
記
様
式
だ
か
ら
で
あ
る
（
前

掲
「
平
安
時
代
の
平
仮
名
文
の
表
記
様
式
」
）
。
和
名
抄
の
訓
注
に
つ
い
て
も
同

趣
の
こ
と
を
高
羽
五
郎
氏
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
金
沢
大
学
法
文
学
部
論
集
．文

学
篇
6
）
。
・
さ
す
れ
ば
、
よ
り
古
い
時
代
に
合
拗
音
を
仮
名
二
字
で
表
記
し
た

と
見
る
こ
と
は
事
実
に
遠
ざ
か
渇
か
ら
で
あ
る
。

「
ト
イ
フ
ハ
・
．
ト
イ
ハ
・
ト
ハ
に
つ
い
て
」
は
、
「
ト
イ
ハ
」
、
が
古
代
の
助

詞
「
イ
」
に
基
．
つ
く
複
合
語
で
あ
る
と
の
説
を
否
定
し
、
．
「
ト
イ
フ
ハ
」
の
促
・

音
便
無
表
記
で
あ
る
こ
と
を
力
説
さ
れ
た
。
文
法
的
に
は
「
ト
イ
ハ
」
が
主
語

や
連
用
修
飾
語
を
受
け
て
述
語
と
な
る
こ
宅
を
論
拠
と
さ
れ
た
。
「
ト
イ
ハ
」

の
吉
例
は
中
田
博
士
指
摘
の
八
八
五
（
仁
和
元
）
年
加
点
の
金
剛
般
若
経
賛
述
．

ヽ
ヽ
l
で
あ
る
が
、
促
音
便
と
す
る
と
、
・
の
こ
れ
が
ハ
行
促
音
便
の
早
い
時
期
の
払
例

で
あ
る
こ
と
、
お
よ
び
何
百
法
顕
幽
抄
の
「
イ
シ
」
「
ト
イ
シ
」
に
つ
い
て
、

「
イ
」
の
複
合
語
を
否
定
す
る
に
急
で
は
あ
る
が
、
遂
に
「
t
シ
」
．
の
性
格
が

解
明
さ
れ
な
か
っ
た
二
点
に
、
こ
の
問
題
が
ま
だ
落
着
し
て
い
な
い
こ
と
を
物

語
る
。
「
脚
結
抄
」
の
い
わ
ゆ
る
「
五
つ
の
と
」
（
寸
イ
7
、
ト
ス
ル
等
の
用
言

を
含
む
用
法
）
は
万
葉
集
に
も
い
く
．
つ
か
例
が
あ
り
、
奈
良
朝
文
法
史
で
は
、

の
「
こ
の
期
に
於
い
て
は
「
と
」
の
用
例
に
後
世
に
稀
な
る
例
あ
り
、
即
「
と
」

に
て
示
し
た
る
目
標
の
ま
ま
に
て
下
に
そ
れ
に
対
す
る
用
言
を
省
き
た
る
も
の

な
り
（
三
四
ニ
ペ
）
」
や
伺
「
事
実
の
存
否
は
七
に
か
ぐ
胸
中
瞥
心
惟
す
る
目
的
又

は
状
腰
を
も
目
標
と
し
て
補
填
す
る
時
に
使
用
す
。
而
こ
の
際
に
は
必
完
全
な

る
体
を
具
せ
る
文
か
若
く
は
完
全
体
な
る
も
の
の
省
略
な
る
も
の
に
限
り
て

「
と
」
以
下
は
、
∵
文
の
関
係
は
形
態
上
呼
応
す
る
も
の
な
き
な
り
（
蔓
ペ
）
」

と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
例
を
示
さ
れ
て
い
る
。
何
の
場
合
は
結
果
と
し
て
、
「
と
」

が
完
全
体
　
（
ま
た
は
．
そ
の
省
略
体
）
　
の
主
語
や
連
用
語
を
受
け
る
よ
う
に
見
え

る
こ
と
に
な
る
。
「
ト
イ
ハ
」
の
↓
ト
」
　
が
引
用
句
を
承
け
る
場
合
で
あ
る
こ

と
．
も
類
似
す
る
。
又
後
世
の
一
移
点
本
で
は
あ
る
甘
明
詮
導
本
の
因
明
入
正
理
論

疏
に
「
ト
イ
ハ
」
が
頻
用
さ
れ
て
い
る
（
小
林
「
助
詞
イ
の
残
存
－
平
安
時
付

の
使
用
者
と
用
法
－
」
東
洋
大
学
紀
要
1
3
）
　
こ
と
も
併
せ
て
、
促
音
便
説
よ
り

も
複
合
助
詞
説
を
私
は
捨
て
か
ね
て
い
る
。
（
こ
の
計
琴
は
今
こ
こ
で
詳
し
く

論
ず
る
達
が
な
い
が
、
・
上
代
語
の
　
「
と
」
と
訓
点
の
　
「
と
」
お
よ
び
そ
の
構
成

語
に
つ
い
て
は
別
に
論
じ
た
い
所
存
で
あ
る
。
）

「
平
安
初
期
の
訓
点
語
に
伝
へ
ら
れ
た
上
代
の
文
法
」
　
は
助
詞
の
　
「
イ
」

「
ス
ラ
と
ダ
ニ
」
「
マ
デ
こ
」
、
「
接
続
助
詞
バ
を
持
た
セ
い
確
定
の
順
態
条
件

句
」
、
助
動
詞
の
l
「
シ
ム
」
「
ユ
・
ラ
ユ
」
「
マ
シ
」
、
接
尾
語
の
　
「
ミ
」
「
ク
・

ラ
ク
」
の
九
項
目
に
つ
い
て
、
平
安
初
期
の
用
法
を
詳
述
し
て
こ
．
の
時
期
の
空

白
を
埋
め
よ
う
と
さ
れ
た
。
「
イ
」
「
ク
」
「
シ
ム
」
、
な
ど
今
ま
で
も
先
学
に
よ

り
折
ご
と
に
論
じ
ら
れ
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
新
し
い
意
図
の
も
と
に
活
用
し

て
い
る
。
醇
に
、
己
然
形
が
接
続
助
詞
バ
を
添
え
ず
に
確
定
条
件
を
示
す
用
法

は
従
来
奈
良
時
代
の
語
法
と
さ
れ
、
独
り
訓
点
に
は
「
何
為
ナ
ン
ス
レ
ゾ
」
の

形
と
し
て
後
世
残
存
し
七
と
考
え
ら
れ
て
来
た
が
、
七
の
語
以
外
に
も
平
安
初

期
に
は
残
っ
て
い
る
こ
と
を
確
か
め
ら
れ
た
こ
と
は
新
事
実
で
、
こ
れ
で
最
勝

王
経
古
点
に
お
い
て
春
日
博
士
の
疑
も
証
明
さ
れ
た
こ
と
に
な
．
る
。
た
だ
し
引

l
l
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一
．

用
例
多
↑
は
ヲ
コ
J
点
．
か
、
チ
コ
ト
点
と
仮
名
と
に
．
よ
る
訓
で
あ
る
か
ら
、
訓

点
の
実
用
性
か
ら
見
て
「
ば
」
の
省
記
例
か
の
疑
が
．
残
り
、
（
仮
名
例
「
ア
レ
カ
」

の
二
．
の
み
）
更
に
仮
名
書
例
を
二
例
三
例
と
加
え
た
い
。
．
伺
な
お
こ
の
項
で
▼
．
は

論
じ
て
い
な
い
が
、
接
続
助
詞
1
「
に
」
「
を
」
「
つ
つ
」
重
ど
を
訓
点
語
に
示
守

れ
た
の
も
新
し
い
こ
と
で
あ
る
。

．
「
い
は
ゆ
る
主
格
助
詞
の
イ
」
は
従
来
論
拠
と
さ
れ
た
「
イ
」
の
問
題
例
を

再
び
詳
し
く
示
し
、
遍
に
格
助
詞
と
重
ね
用
い
ら
れ
て
い
て
主
格
助
詞
と
見
ら

れ
太
い
新
例
を
・
（
七
二
八
）
と
補
充
さ
れ
た
上
で
、
「
上
代
の
文
献
に
少
数
な
が

ち
イ
せ
主
語
以
外
濫
用
ゐ
た
例
が
あ
る
の
は
、
小
が
主
語
助
詞
で
な
が
っ
′
た
古

代
の
用
法
を
留
め
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
（
芳
云
、
番
号
略
）
係

助
詞
ソ
」
副
助
詞
シ
が
そ
れ
ぞ
れ
代
名
詞
の
ソ
・
シ
と
語
源
を
同
じ
く
す
る
や

デ
に
、
イ
も
古
代
の
代
名
詞
イ
か
ら
出
て
、
．
先
行
語
を
指
示
し
強
調
す
る
、
係

助
詞
ま
た
は
副
助
詞
的
性
質
を
持
っ
て
ゐ
た
と
考
へ
ら
れ
る
」
と
、
同
じ
よ
う

に
（
再
び
説
か
れ
た
。
（
内
の
「
一
刹
那
．
い
の
頃
」
　
を
認
め
ら
れ
る
な
ら
副
助

詞
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
例
は
小
林
は
「
の
い
」
で
な
く
「
い
の
」
で
あ

ろ
う
L
と
を
理
由
づ
け
た
つ
も
炉
だ
っ
た
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
断
か
が
な
い
の

は
如
何
で
あ
ろ
う
。
）
　
し
か
し
、
訓
点
語
で
は
主
語
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多

ぐ
、
「
平
安
初
期
の
訓
点
語
で
九
十
八
去
パ
ー
セ
ン
寸
が
主
語
に
つ
き
、
そ

れ
以
後
の
も
の
は
、
全
部
が
主
語
（
提
示
語
を
含
む
）
　
に
つ
く
も
の
ば
か
り
で

為
る
。
」
（
平
安
薗
期
以
後
で
も
主
語
に
つ
か
な
い
イ
の
例
も
あ
る
。
前
掲
「
助

詞
有
切
残
存
－
平
安
時
代
の
使
用
者
と
用
法
－
」
）
と
し
、
「
イ
も
本
来
の
指
示

強
調
め
係
助
詞
ま
た
は
副
助
詞
、
あ
る
い
は
間
投
助
詞
的
用
法
か
ら
、
主
格
表

示
の
用
法
を
派
生
し
、
奈
良
時
代
か
ら
平
安
初
期
が
丁
度
そ
の
過
渡
期
に
当
っ

・
て
ゐ
た
。
．
だ
か
ら
こ
の
醇
期
め
イ
は
、
新
旧
両
者
の
用
法
を
合
せ
持
っ
て
ゐ

た
。
．
㌢
し
ろ
が
、
去
れ
以
後
の
も
の
は
、
時
代
が
下
る
に
つ
れ
、
．
イ
の
使
用
が

京
へ
、
そ
の
原
義
が
忘
れ
ら
れ
て
、
主
格
表
示
の
用
法
だ
け
が
薔
存
し
た
」
と

推
定
さ
れ
て
い
る
の
は
イ
の
用
億
を
よ
く
語
る
も
秒
で
あ
ろ
う
。

他
の
語
も
、
上
代
の
語
を
伝
え
な
が
ら
、
か
つ
ヰ
安
時
代
の
新
し
い
用
法
を
・

も
生
じ
た
例
（
た
と
え
ば
「
丁
シ
」
が
静
間
許
と
共
に
用
い
ら
れ
て
遅
疑
遠
道

す
る
意
）
　
を
指
摘
し
た
上
で
、
「
初
期
訓
点
語
に
あ
っ
．
て
は
、
口
語
性
が
古
語

性
に
勝
っ
て
ゐ
た
も
の
と
考
え
、
上
記
の
文
法
的
事
実
も
、
訓
点
語
の
特
殊
雇

情
砿
よ
っ
．
て
上
代
の
古
語
を
伝
へ
た
も
の
と
見
る
よ
り
は
、
む
し
ろ
、
訓
点
語

の
基
盤
と
な
っ
た
口
語
そ
の
も
の
の
反
映
と
解
す
べ
き
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。
か

く
考
へ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
初
鞍
て
本
書
が
国
語
史
の
空
白
を
補
ふ
資
料
と
し

て
役
立
つ
は
ず
で
あ
る
」
と
結
ん
で
い
る
。
l
こ
の
桔
論
は
「
訓
点
語
の
性
格
」

と
い
う
究
極
的
問
題
に
触
▼
れ
た
も
の
で
重
大
な
発
言
で
あ
る
。
．
・
完
よ
う
な
問

題
は
「
訓
点
語
」
．
の
総
合
的
研
究
の
成
果
の
後
に
論
じ
ら
れ
る
も
の
で
あ
ろ

ぅ
。
特
に
私
は
そ
の
論
述
の
過
程
に
お
い
て
異
見
が
あ
る
。
第
一
は
、
わ
ず
か

九
つ
の
助
辞
だ
け
で
論
ず
べ
き
で
は
な
い
と
思
う
。
「
古
語
性
」
に
つ
い
て
は

春
日
博
士
を
は
じ
め
折
ご
と
に
論
及
さ
れ
た
問
題
で
あ
か
が
、
近
く
は
築
島
裕

氏
の
「
訓
点
語
の
古
語
的
性
格
」
（
昭
和
三
十
二
年
十
月
二
十
六
日
、
東
大
国
語

国
文
学
会
研
究
発
表
会
）
　
が
あ
り
、
そ
こ
で
は
語
箱
石
い
え
ば
、
助
詞
ィ
、
ス

う
な
ど
五
種
。
助
動
詞
、
接
尾
語
ユ
、
デ
ユ
、
ク
、
ラ
な
ど
八
輿
接
続
詞
カ

レ
な
ど
十
種
、
副
詞
ア
こ
、
ハ
ナ
ハ
ダ
な
ど
二
十
六
種
、
形
容
詞
ケ
、
ミ
な
ど

八
桂
、
動
詞
ヰ
ダ
ル
な
ど
五
十
五
種
、
代
名
詞
ナ
ム
ダ
チ
、
名
詞
を
挙
げ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
個
々
に
つ
い
て
論
証
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま

た
、
逆
に
奈
良
時
代
に
あ
っ
て
訓
点
に
な
い
語
「
メ
リ
」
「
へ
」
な
ど
の
理
由

に
も
言
及
す
べ
き
で
あ
る
。
第
二
に
、
訓
点
で
は
音
韻
的
事
実
と
、
語
彙
・
語

法
と
は
切
り
離
し
て
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
音
韻
に
は
使
用
者
・
時
代
を
超
え

て
そ
の
折
の
点
者
の
発
音
が
、
語
彙
・
語
法
よ
り
積
極
的
に
表
現
さ
れ
る
か
ら
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」究研の語点細た見ら．カ史究研語読
．
訓

で
あ
る
。
（
こ
の
点
で
訓
点
賃
料
が
書
法
史
に
大
き
く
寄
与
で
き
た
）
語
法
で

も
、
傍
訓
と
補
説
語
と
は
又
別
に
し
て
考
号
音
き
だ
と
、
私
は
考
え
る
。

（
そ
の
一
二
に
つ
い
て
は
折
ご
と
に
の
べ
て
き
た
）
第
三
に
、
山
田
本
妙
法
道

草
往
古
点
に
幾
通
り
も
の
読
み
方
を
併
記
七
又
批
判
を
加
え
て
い
る
こ
と
が
、

直
ち
に
「
裏
芸
伝
承
さ
れ
」
な
い
こ
と
と
見
る
の
．
は
や
や
飛
躍
が
あ
ろ
う
。

一
歩
下
っ
て
も
こ
の
点
本
は
「
ハ
ベ
リ
」
「
ツ
ツ
」
「
ナ
ガ
ラ
」
な
ど
が
あ
り
、

他
の
初
期
点
本
と
異
な
る
面
が
あ
る
。
・
訓
点
資
料
の
資
料
別
時
代
別
考
察
と
併

せ
て
、
こ
れ
が
究
明
は
今
後
の
課
題
で
あ
ろ
う
。

「
訓
点
語
の
禁
止
表
現
」
　
は
春
日
博
士
が
先
述
講
演
で
論
ぜ
ら
れ
た
　
「
マ

．
ナ
」
を
中
心
に
、
「
コ
ト
・
ナ
」
が
比
較
的
古
く
、
「
ザ
レ
、
コ
ト
・
ナ
カ
レ
」

が
平
安
全
期
に
あ
る
こ
と
を
、
豊
富
な
例
に
よ
っ
て
詳
論
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
「
コ
ト
」
と
「
マ
ナ
」
と
の
位
置
に
つ
い
て
「
コ
ト
・
マ
ナ
。
」
が
一
般
的
で
、

稀
に
l
「
マ
ナ
ト
コ
ト
」
が
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
こ
の
マ
ナ
軋
中
期

．
か
ち
院
政
期
に
か
け
て
用
い
ら
れ
「
訓
点
語
と
い
ふ
特
殊
な
文
語
に
限
っ
て
用

ゐ
ら
れ
て
ゐ
た
の
で
は
な
く
、
当
時
一
般
に
も
行
は
れ
た
口
語
だ
っ
た
の
で
は

な
い
か
」
と
い
わ
れ
る
。
し
か
し
私
は
迷
う
。
マ
ナ
は
平
安
中
後
期
の
訓
点
資

料
で
も
l
　
用
い
ら
れ
方
に
偏
り
が
あ
る
か
ら
で
管
見
に
よ
れ
ば
真
言
宗
・
法
相

－

．
宗
関
係
の
点
本
か
博
士
家
で
も
日
本
書
紀
・
文
集
な
ど
特
殊
な
も
の
に
偏
す
る

か
ら
で
あ
る
。
（
小
林
「
漢
文
訓
読
史
か
る
見
た
打
消
の
訓
法
」
吏
学
論
藻
1
9
）

こ
れ
ら
は
果
し
て
口
語
が
偶
と
二
こ
の
種
の
点
本
に
限
っ
て
表
わ
れ
た
と
す
べ
き

な
の
か
。
さ
．
す
れ
ば
同
種
の
例
が
欲
し
い
。
文
芸
作
品
の
会
訴
文
に
用
例
が
少

な
す
ざ
る
の
も
気
に
な
る
の
で
あ
る
。

．
「
語
彙
」
の
「
誉
田
の
古
訓
」
は
「
カ
へ
ニ
ス
」
が
古
く
動
詞
の
連
用
形
に

直
ち
に
続
き
、
そ
の
語
構
成
は
「
カ
へ
」
＋
打
消
「
ぬ
」
の
連
用
音
形
「
に
」
＋

サ
変
動
詞
で
、
・
「
九
へ
」
は
動
詞
「
刊
叫
ズ
」
・
の
転
靴
と
、
．
音
テ
ヌ
」
「
カ
テ

ニ
ス
」
の
影
響
に
よ
る
こ
と
を
中
期
ま
で
の
豊
富
な
例
で
説
か
れ
た
。
粟
島
氏

も
同
様
な
見
解
を
示
さ
れ
て
お
り
・
（
「
興
偏
寺
蔵
大
慈
恩
苛
三
蔵
法
師
伝
古
点
」

東
大
教
養
学
部
人
文
科
学
紀
要
九
）
、
院
政
以
後
鎌
倉
時
代
の
例
に
つ
い
て
も

同
様
の
こ
と
が
い
え
る
。
（
前
掲
　
「
漢
文
訓
読
史
か
ら
見
た
打
消
の
訓
法
」
。

「
ガ
」
の
濁
音
例
は
猿
投
神
社
蔵
論
語
巻
三
康
宏
三
年
点
の
裏
書
に
も
あ
る
）
、

「
訓
点
語
の
敬
語
」
は
、
平
安
初
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
の
訓
点
資
料
け
敬

語
、
尊
敬
語
と
謙
譲
語
と
を
品
詞
別
に
豊
富
に
例
示
し
て
そ
の
使
用
状
況
を
は
・

じ
め
て
際
捨
卸
に
示
し
た
。
．
「
ハ
ベ
リ
（
山
田
本
妙
法
蓮
華
経
古
点
）
」
は
点
本

に
は
な
い
と
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
「
文
法
史
」
　
と
し
て
も
平
安
初
期
の

「
ハ
ベ
リ
」
の
確
例
を
加
え
る
七
と
に
な
1
た
。

第
三
に
、
訓
点
語
彙
が
万
葉
集
の
訓
釈
に
役
立
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
は
橋
本

博
士
の
高
説
が
あ
る
。
表
書
の
「
語
彙
」
の
中
の
三
篇
も
そ
う
で
あ
る
。
「
う

つ
ら
う
つ
′
ら
考
」
は
万
葉
集
巻
二
十
、
四
四
四
九
〇
「
宇
都
良
宇
都
良
」
の
語

義
の
二
説
の
う
ち
、
代
匠
記
以
来
定
説
と
な
っ
．
た
感
．
の
あ
る
「
ツ
ク
ヅ
ク
の

意
」
よ
り
も
、
略
解
の
．
「
顕
現
・
顕
然
」
の
意
で
「
現
ち
」
と
す
る
方
が
可
な

る
こ
と
を
、
南
海
寄
帰
内
法
伝
肯
点
の
「
験
ウ
ツ
ラ
」
に
拠
っ
て
解
き
（
土
左

日
記
に
も
言
及
）
、
「
い
く
ひ
ざ
さ
考
」
は
万
葉
集
の
巻
四
．
・
六
六
六
、
巻
十

十
・
二
五
八
三
の
「
幾
久
毛
」
　
の
諸
訓
の
う
ち
、
「
イ
ク
ヒ
サ
サ
モ
」
　
と
訓
む

こ
．
と
を
訓
点
資
料
を
傍
証
と
し
て
論
ぜ
ら
れ
、
「
山
摂
」
は
万
葉
集
等
の
　
「
山

摂
　
（
や
ま
ぶ
き
）
」
の
訓
が
、
確
実
で
あ
る
こ
と
を
、
石
山
寺
本
瑜
伽
師
地
論

平
安
初
期
点
の
　
「
揮
フ
キ
」
　
「
撃
釦
ク
チ
フ
キ
」
に
よ
．
っ
て
説
か
れ
た
も
の
で

あ
る
。
▼

訓
点
資
料
を
国
語
史
料
と
七
で
役
立
て
る
に
は
、
吏
ず
そ
の
ヲ
コ
ト
点
・
・
仮

名
字
体
の
解
読
と
い
う
厄
介
な
操
作
が
前
提
と
な
り
、
そ
れ
の
正
し
い
解
読
が

必
須
と
さ
れ
渇
の
は
い
う
ま
で
鳥
な
い
。
特
に
時
代
が
潮
る
ほ
ど
複
雑
で
あ
か
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か
ら
、
本
書
の
所
拠
と
き
れ
た
詳
資
料
の
解
許
に
著
者
が
払
っ
た
労
は
敬
服
に

価
し
′
よ
う
。
又
そ
の
細
心
の
珪
意
は
第
二
部
の
諸
資
料
の
紹
介
の
各
ヲ
コ
ト

点
、
仮
名
字
体
の
記
述
で
窺
え
よ
う
。
ヲ
コ
ト
点
の
研
究
は
早
く
吉
沢
博
士
に

始
ま
り
、
春
日
博
士
を
経
て
中
田
博
士
に
至
っ
て
大
成
さ
れ
た
観
が
あ
る
。
し

か
し
な
お
問
題
は
残
さ
れ
て
．
い
る
。
本
書
第
一
部
H
表
記
法
に
収
め
ら
れ
た
二
・

篇
は
、
新
事
実
を
持
っ
て
そ
れ
ら
を
補
う
も
の
で
あ
る
。
「
仮
名
と
ヲ
コ
ト
点
と

の
交
渉
」
は
大
乗
掌
珍
論
承
和
・
扁
祥
点
、
お
よ
び
大
乗
広
百
論
釈
論
承
和
点

の
中
、
一
字
に
ヲ
コ
斗
点
が
二
個
以
上
加
え
ら
れ
た
も
の
の
中
に
、
そ
の
訓
み

の
順
序
を
示
す
数
字
の
あ
右
こ
と
を
発
見
さ
れ
た
も
の
で
、
併
せ
て
表
記
上

「
ヲ
．
コ
ト
点
」
・
と
い
う
方
法
の
表
記
能
力
の
限
界
に
ふ
れ
、
ヲ
コ
ト
点
は
略
体

仮
名
の
不
備
を
補
う
た
め
に
工
夫
さ
れ
発
達
し
た
も
の
の
、
略
体
仮
名
と
い
う

表
記
手
段
に
完
全
に
代
行
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
逆
に
遂
に
は
完
成
し
た
片
仮

名
に
そ
の
位
置
を
譲
っ
て
ゆ
く
運
命
を
語
っ
て
い
る
。
他
の
一
篇
「
反
点
の
発

達
」
は
初
期
か
ら
中
期
の
多
く
の
点
本
に
．
つ
い
て
反
点
の
種
類
を
整
理
し
、
発

達
の
跡
を
精
査
し
た
も
の
で
、
・
春
日
博
士
が
「
訓
点
法
の
符
号
化
は
先
づ
句
点

・
反
読
符
な
ど
か
ら
始
ま
っ
た
ら
し
い
」
（
初
期
点
法
例
）
　
と
言
わ
れ
た
こ
と

を
、
近
年
発
見
さ
れ
た
「
華
厳
刊
定
記
」
l
（
中
田
博
士
も
既
説
）
で
実
証
し
た
り

し
て
「
春
日
博
士
が
極
初
期
の
事
状
解
明
の
あ
と
を
補
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、

ヽ

ヽ

ヽ

．

「
（
）
」
な
ど
の
特
殊
記
号
は
「
数
字
の
反
点
に
次
い
で
工
夫
さ
れ
た
」
と
し

「
数
字
を
記
入
す
る
手
段
を
省
く
た
め
」
と
い
う
の
は
、
春
日
博
士
が
天
平
肪

宝
六
年
の
正
倉
院
文
書
に
上
下
の
文
字
の
誤
写
を
正
す
↓
－
」
「
ゾ
」
を
指
摘

さ
れ
、
「
後
の
訓
点
の
反
読
符
が
同
一
形
で
あ
る
遡
上
起
源
を
こ
こ
ま
で
考
え

て
妨
げ
な
い
」
（
初
期
点
法
例
）
と
さ
れ
た
．
こ
と
に
教
す
る
に
、
数
字
の
反
点

一
と
の
先
後
関
係
に
は
問
題
が
残
ろ
う
。
反
点
の
諸
様
式
の
鎌
倉
室
町
時
代
に
お

け
る
実
状
は
、
足
利
街
述
氏
　
「
鎌
倉
室
町
時
代
の
儒
教
」
　
に
詳
述
さ
れ
て
あ

そ
の
中
間
の
実
状
が
解
明
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
反
点
表
記
様
式
史
が
可
能
と

な
る
。第
一
部
で
残
る
　
「
特
殊
な
漢
字
の
訓
蔭
J
の
三
篇
は
、
「
第
三
部
」
の
各
資

料
の
紹
介
に
お
廿
る
同
項
目
の
中
か
ら
「
都
・
曽
」
「
等
を
ゴ
ト
シ
と
読
む
場

合
」
「
知
の
訓
二
つ
」
を
革
に
、
取
り
出
し
た
感
の
も
の
で
あ
る
。
「
都
・
曽
訓

義
考
（
カ
ツ
テ
と
よ
む
場
合
）
」
は
著
者
の
訓
点
研
究
の
最
初
の
業
績
で
あ
り
し

「
等
を
ゴ
ト
シ
と
読
む
場
合
」
は
、
私
が
か
つ
て
中
期
以
降
の
訓
点
に
お
け
る
副

助
詞
ラ
の
用
法
・
．
語
源
を
説
き
、
「
等
」
．
の
字
を
介
し
て
古
ぐ
「
ゴ
寸
ソ
」
の

潮
か
ら
転
じ
た
と
見
た
（
「
訓
点
語
法
史
に
お
け
る
副
助
詞
ラ
」
　
国
語
と
国
文

学
昭
和
三
十
三
年
十
一
月
）
、
そ
れ
を
初
期
資
料
、
す
な
わ
ち
古
い
．
コ
ト
シ
の

方
か
ら
見
ら
れ
用
法
を
詳
細
に
分
恕
さ
れ
た
も
の
で
大
い
に
解
明
さ
れ
旧
説
を

・
補
わ
れ
た
。
「
如
」
に
「
イ
マ
」
の
訓
と
　
「
タ
ト
へ
バ
…
…
ゴ
ト
シ
」
　
の
再
読

訓
の
存
す
る
七
い
う
の
も
今
人
の
知
ら
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
（
小
林
「
再

読
字
の
成
立
－
漢
文
訓
読
史
上
の
一
問
題
」
　
国
語
学
1
6
）
。
た
だ
後
世
知
ら
れ

た
再
読
字
と
は
異
な
っ
た
様
相
を
も
っ
て
お
り
、
そ
の
理
由
の
究
明
が
な
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

本
書
の
所
拠
資
料
と
し
た
点
本
と
そ
の
活
用
状
況
は
本
稿
末
に
掲
げ
l
た
通
り

で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
平
安
初
期
で
は
2
1
点
　
（
各
頻
用
）
　
平
安
中
期
1
7
点

（
内
頻
用
7
点
）
、
平
安
後
期
1
7
点
（
内
頻
用
4
点
）
、
院
政
期
6
占
「
諾
倉
時
代

以
後
で
は
藁
仙
窟
の
真
福
寺
本
・
醍
醐
寺
本
名
一
回
と
な
っ
て
い
る
。
本
書
の

論
述
．
の
重
点
が
平
安
初
期
お
よ
び
中
期
に
か
け
て
に
あ
る
こ
と
を
知
る
。
こ
れ

は
春
日
博
士
が
平
安
初
頭
期
か
ら
初
期
前
半
の
諸
資
料
の
解
読
・
紹
介
に
重
点

を
置
か
れ
た
の
を
受
け
て
、
戎
い
ゼ
京
を
補
い
、
或
い
は
後
半
期
か
ら
中
期

に
か
け
て
の
諸
資
料
を
主
と
し
て
調
査
さ
れ
・
た
も
の
で
、
斯
道
を
着
実
に
歩
ま
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ゥ
、
こ
れ
は
今
日
の
訓
点
研
究
で
補
訂
さ
れ
る
点
も
あ
る
が
、
と
に
か
く
今
後
　
払



」究研の語点用た見らカ史究研語蘭訓

れ
た
こ
と
を
物
語
る
。
ち
な
み
に
築
島
氏
に
よ
れ
ば
　
（
「
訓
点
資
料
と
そ
の
取

扱
い
方
」
国
語
と
国
文
学
、
昭
和
三
十
五
年
十
月
）
、
従
来
知
ら
れ
て
い
る
点

本
は
、
平
安
初
期
四
十
九
点
、
中
期
七
十
六
点
、
後
期
三
百
点
、
院
政
期
一
千

盲
点
と
い
う
。
l
本
書
0
取
拠
占
冠
と
此
戟
す
る
と
時
代
が
降
る
臣
従
て
比

率
が
．
低
く
な
る
。
し
か
し
、
．
こ
れ
は
単
に
数
的
な
見
地
で
、
内
容
的
に
見
る
と

量
や
資
料
価
値
か
ら
見
て
高
低
様
々
で
あ
る
。
本
書
の
平
安
初
期
の
そ
れ
は
重

要
資
料
を
取
扱
っ
て
あ
り
残
る
半
数
も
紹
介
・
調
奄
が
な
さ
れ
て
い
る
も
の
も

あ
っ
て
、
論
の
結
果
に
影
響
は
少
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
中
期
以
降
に
な

る
と
事
情
が
展
な
る
。
こ
の
こ
と
は
著
者
も
断
っ
て
い
る
が
、
た
甘
そ
れ
が
本

l
容
の
論
述
内
容
の
適
否
に
影
響
を
も
っ
て
来
る
点
が
幾
つ
か
あ
る
。
た
と
え
ば

「
助
詞
「
イ
」
は
後
世
は
主
語
に
つ
く
も
の
ば
か
り
で
あ
る
　
（
二
二
ペ
）
」
　
「
接

尾
語
、
、
、
は
ナ
シ
に
つ
く
の
が
最
も
多
く
、
ス
ク
ナ
シ
が
こ
れ
に
次
ぎ
他
の
形
容

詞
は
な
い
　
（
一
四
四
ペ
）
」
「
後
世
は
曽
に
ム
カ
シ
の
訓
が
忘
れ
ら
．
れ
肯
定
・
否
定

共
に
カ
ツ
テ
を
用
ゐ
（
二
塁
ペ
）
」
「
点
本
で
は
正
乳
の
ノ
ク
マ
ク
の
み
．
を
用
ゐ
、

新
語
の
ノ
ク
マ
ハ
ス
や
卑
俗
感
を
伴
ふ
ノ
タ
ウ
ブ
は
用
ゐ
て
ゐ
な
い
（
元
セ
ペ
上

等
で
あ
る
。
「
イ
」
　
に
関
し
て
は
前
述
し
た
。
不
空
洞
索
神
呪
心
経
寛
徳
点
に

は
「
眼
を
痛
ミ
」
が
あ
る
。
（
こ
の
点
に
関
し
て
　
「
古
点
本
の
国
語
幸
的
研
究

総
儲
篇
六
四
ペ
参
竺
「
曽
」
を
後
世
も
「
ム
カ
シ
」
と
も
訓
み
カ
ツ
テ
と
訓
み
分

け
た
L
と
は
群
書
治
要
建
長
点
に
、

㌧
　
不
善
有
‡
三
、
未
曽
▲
君
冒
不
ス
ッ
ハ
7
，
レ
知
（
巷
一
）

な
ど
存
し
て
い
一
る
。
「
ノ
タ
ウ
パ
⊥
ソ
」
は
漢
籍
で
は
屡
と
用
い
る
。
（
古
点
本
の

国
語
学
的
研
究
総
論
竺
至
ペ
）
。
例
を
あ
げ
る
ま
で
も
な
い
。

本
書
に
漢
籍
を
用
い
な
い
の
は
主
対
象
と
し
た
時
代
に
漢
籍
点
本
の
現
存
す

る
も
の
．
が
少
な
い
か
ら
で
も
あ
ろ
う
が
、
湧
腰
と
仏
典
と
の
訓
澄
止
の
湘
遍
が

平
安
時
代
に
も
存
す
る
こ
と
は
」
二
三
指
摘
し
た
こ
と
が
．
あ
り
、
仏
典
内
で
も

訓
法
の
相
違
が
あ
る
。
こ
こ
に
点
本
の
特
殊
性
が
あ
り
、
訓
読
語
敢
完
が
単
に

そ
の
事
芙
だ
け
に
と
ら
わ
れ
ず
、
そ
れ
の
作
ら
れ
た
歴
史
的
社
会
的
関
係
に
お

い
て
見
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
「
マ
ナ
」
の
偏
在
を
点
本
の
種
類

か
ら
見
る
べ
き
こ
と
を
述
べ
た
の
も
こ
の
見
地
か
ら
で
あ
り
、
助
詞
イ
も
平
安

中
期
以
降
用
い
ら
れ
る
の
は
特
殊
な
資
料
で
あ
り
天
台
宗
や
博
士
家
点
本
に
は

例
を
見
な
い
こ
と
に
も
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
考
慮
を
な

し
っ
つ
平
安
中
期
以
降
の
訓
読
語
け
実
状
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
今
後
の
大

き
た
課
題
で
も
あ
る
パ

本
書
「
第
二
部
」
の
資
料
解
説
は
、
第
一
部
の
論
述
の
主
要
な
用
例
源
と
な

っ
て
い
る
。
．
十
種
の
点
本
の
内
訳
は
平
安
初
期
六
点
、
中
期
三
点
、
後
期
一
点

（
既
述
の
取
拠
点
本
と
似
た
比
率
）
　
で
、
最
初
の
二
点
を
除
け
ば
皆
年
代
明
記

か
加
点
者
の
判
明
す
る
資
料
で
あ
る
。
著
者
に
は
外
に
戦
後
で
は
、
「
小
川
本

願
経
四
分
律
盲
点
∴
訓
点
語
と
訓
点
資
料
九
輯
）
」
「
石
山
寺
本
守
護
国
界
主
陀

羅
尼
経
の
訓
点
・
（
国
語
国
文
昭
2
8
・
1
1
）
」
．
「
石
山
寺
本
大
般
浸
輿
経
一
の
訓
点

（
島
根
大
学
論
集
人
文
科
学
紀
要
6
）
」
「
国
宝
南
海
寄
帰
内
法
伝
の
訓
点
に
つ

い
て
（
島
根
大
学
論
集
人
文
科
学
紀
要
与
」
な
ど
が
あ
る
が
、
本
書
に
年
代

明
記
の
も
の
を
主
と
さ
れ
た
の
は
」
紙
数
の
関
係
も
あ
ろ
う
が
、
ま
た
国
語
史

に
寄
与
す
る
に
は
年
代
明
記
が
有
用
で
あ
る
と
い
う
見
地
が
窺
え
る
。
石
山
寺

蔵
本
が
半
数
で
、
訓
点
の
系
統
で
い
え
ば
、
初
期
点
法
L
、
中
田
博
士
の
第
一

群
点
に
属
す
る
も
の
2
、
第
三
群
点
3
、
第
五
群
点
1
、
第
八
群
点
の
石
山
内

供
淳
祐
所
用
点
3
で
あ
る
（
法
相
宗
の
夢
二
群
点
、
博
士
局
点
を
欠
く
）
。
多

く
は
従
来
知
ら
れ
て
い
た
が
、
岩
淵
本
願
経
四
分
律
古
点
、
石
山
寺
本
弁
中
辺

論
層
長
点
の
二
種
は
今
回
新
た
に
紹
介
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
他
山
田
本
妙
法

軍
学
雪
菖
藁
よ
び
犬
属
急
記
念
文
膚
本
大
粟
広
言
儲
望
還
曹
竃
戦
後
儲

52
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．

見
さ
れ
た
。
全
文
重
解
読
文
の
公
表
さ
れ
て
い
る
の
は
、
妙
法
蓮
華
経
盲
点
が

著
者
お
よ
び
築
島
民
・
小
林
（
ど
も
に
訓
点
語
と
訓
点
資
料
七
輯
）
に
、
石
山

寺
本
妙
法
蓮
華
経
玄
賛
古
点
と
石
山
寺
本
法
革
義
疏
長
保
点
と
は
」
中
田
博
士

（
古
点
本
の
国
語
学
的
研
究
・
訳
文
篇
）
　
に
あ
る
。
．

．
．
各
資
料
の
論
述
項
目
お
ュ
び
順
序
は
別
表
の
よ
う
で
あ
る
。
「
特
殊
な
漢
字

の
訓
法
」
「
文
法
」
の
細
目
の
順
序
は
多
少
前
後
が
あ
る
。

書
誌
－

ヲ
コ
ト
占
い

仮
名
字
体
．

漢
字
の
音
注

昔
∵
一
便

・・不
・
ワ
、
イ
・
亡
へ
　
ウ
・
フ
、
へ

工
、
オ
・
ホ
・
ヲ

討訓の字漢な殊特

若
・
為
・
（
如
・
脱
）

設
・
縦
・
仮
使
・
（
仮
設
）

可
・
当
・
応
・
．
須
・
（
合
・

将
・
垂

欲
・
（
掩
）

宣寧何
況
・
況
・

嘩
・
但
・
′
独
・
只
．
・
骨
．
・
1
．

・
止
）
．

令
・
遥
・
教
・
（
命
）

以
（
コ
レ
ヲ
モ
チ
テ
）
．

然
・
蘭
・
而
・

有
・
．
或

巳
・
寛
・
詑
・
既
・

於
÷
l
シ
テ
・
ウ
ヘ
l
こ

単
・
（
直
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④
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」究研
・
の
・
詰点
．
細．
た
‥

見らカ
史
′
究研語l読鮒

訓

・
①
＝
国
技
四
分
律
盲
点
、
㊥
＝
妙
法
蓮
華
経
甘
点
、
◎
1
－
大
乗
広
首
論
釈
論

．
承
和
点
、
④
＝
首
論
天
安
点
、
⑤
．
＝
金
剛
般
若
経
費
述
仁
和
点
、
⑥
＝
蘇

悉
地
掲
羅
経
略
疏
寛
平
点
、
⑦
＝
妙
法
蓮
華
経
玄
賛
盲
点
、
．
㊥
＝
弁
中
辺

論
延
長
点
、
◎
＝
荻
悉
地
邦
題
経
略
琉
ヌ
暦
点
、
．
⑩
＝
法
華
義
疏
長
保
点

＊
は
論
述
し
て
い
る
が
例
を
示
さ
．
ぬ
も
の
。

こ
こ
に
と
ら
れ
た
説
明
方
法
は
、
春
日
博
士
の
方
法
と
同
じ
く
、
そ
れ
に
拠

っ
て
こ
れ
ら
の
訓
点
資
料
の
諸
事
実
を
記
録
し
た
。
こ
の
学
の
現
状
に
お
い
て

は
異
体
的
な
点
本
に
よ
す
事
実
の
記
述
的
研
究
が
要
請
さ
れ
渇
か
ら
、
「
第
二

部
」
が
こ
こ
に
訓
読
語
研
究
の
重
要
な
礎
石
を
作
っ
た
功
続
正
大
な
る
も
の
が

あ
る
4
、

た
だ
、
目
を
転
じ
て
「
訓
読
語
研
究
」
と
い
う
広
義
の
立
場
か
ら
見
る
と
、

望
苛
の
欲
が
出
て
く
る
。
一
以
下
二
、
．
三
を
挙
げ
て
み
る
。

、
H
説
明
内
容
の
項
旦
党
を
見
渇
と
、
資
料
に
よ
っ
三
日
及
さ
れ
な
い
訓
法

・
語
法
が
あ
る
。
こ
れ
は
資
料
に
例
を
欠
く
も
の
も
あ
ろ
う
が
（
＊
印
は
著
者

が
そ
ト
い
わ
れ
太
も
の
）
、
必
ず
し
も
そ
う
ば
か
り
で
な
い
。
引
用
例
や
全
文

訳
読
文
に
見
出
せ
る
か
ら
で
あ
る
。
「
特
殊
な
る
漢
字
の
訓
法
」
や
「
文
法
」

の
細
項
目
を
春
日
博
士
の
「
西
大
寺
本
金
光
明
最
勝
王
経
古
点
の
国
語
学
的
研

究
」
研
究
岩
の
内
容
と
比
べ
る
と
、
本
書
に
な
↑
研
究
篇
に
甜
及
さ
れ
た
も
の

は
「
則
」
「
姓
」
、
名
詞
「
コ
A
ヒ
ト
、
ト
キ
、
J
コ
ロ
」
、
動
詞
の
自
他
、
形

容
鼠
の
諸
問
題
、
語
の
撃
墜
文
の
諸
形
式
な
ど
で
逆
は
「
約
（
ツ
ヰ
テ
）

「
擬
．
（
・
ス
）
」
バ
主
語
に
つ
く
「
を
」
、
接
続
助
詞
「
に
∵
を
」
重
ど
で
．
あ
る
。
l
訓

読
語
研
究
は
も
と
の
漢
文
に
．
制
約
さ
れ
る
か
ら
こ
の
外
に
も
文
末
助
字
、
接
続

助
字
な
ど
置
字
の
訓
法
や
、
虜
訓
と
補
空
音
の
交
渉
な
ど
訓
読
語
記
述
の
方

法
に
お
い
て
問
題
は
残
さ
れ
て
い
る
。
　
一

由
文
法
的
事
項
の
説
明
に
拠
っ
た
著
者
の
文
法
体
系
等
に
つ
い
て
。
．
の
形
容

動
詞
の
カ
リ
活
用
（
歪
・
冥
（
ペ
）
は
今
日
の
文
法
で
旭
そ
の
説
を
聞
か
な

い
†
ク
，
ラ
ク
の
接
尾
語
説
や
そ
の
接
続
に
も
二
言
欲
し
い
。
な
お
訓
点
で

「
ラ
ク
」
が
四
段
動
詞
に
付
く
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
琶
肝
疎

放
が
乱
れ
た
結
果
で
あ
ら
イ
」
（
芸
ペ
）
と
い
う
の
は
粗
い
観
察
で
あ
ろ
う
。

’
グ
ノ
ミ

私
は
「
而
巳
」
の
訓
に
固
定
し
た
こ
と
に
そ
の
理
由
を
求
め
た
が
如
何
で
あ
ろ

う
か
．
（
「
ら
く
の
み
・
ま
く
の
み
源
空
l
ヱ
文
学
論
藻
8
）
。
伺
格
助
詞
・
「
を
」

が
主
語
に
付
く
諸
例
は
、
既
に
格
助
詞
で
は
な
く
、
間
投
助
詞
で
あ
ろ
う
。
．
㈹

終
助
詞
「
ヱ
（
苫
三
ペ
）
（
「
シ
」
せ
間
投
助
詞
と
す
る
な
る
「
ヨ
」
も
間
瀬
助

詞
で
あ
ろ
う
）
の
例
．
「
テ
ヨ
」
は
完
了
「
ツ
」
の
命
令
形
で
は
な
い
か
。
l
も
し

二
段
活
用
二
段
活
用
の
命
令
形
の
「
よ
」
を
助
詞
と
認
あ
る
と
す
れ
ば
、
㍉
し

め
天
暦
点
一
例
だ
け
で
な
く
、
他
の
点
本
に
も
触
れ
る
べ
せ
も
の
が
あ
る
。
ま

た
肖
禁
止
の
「
マ
ナ
」
を
助
詞
受
見
る
（
蓋
ペ
）
論
拠
が
ほ
し
事
。
田
「
ジ

は
終
止
形
も
か
な
い
．
、
∴
点
本
．
に
共
通
し
た
現
象
で
あ
る
（
三
宍
ペ
）
」
、
と
い
l
ぅ

じ

の
は
妙
法
華
道
経
古
点
の
一
完
で
三
宍
・
三
先
ペ
等
の
「
能
は
不
な
り
」
な
ど
を
ど

う
湿
る
か
。
妙
法
蓮
華
経
古
点
で
は
文
法
の
否
定
の
項
を
欠
く
。
N
連
体
形
が
．

体
言
を
修
飾
す
る
際
に
格
助
詞
一
「
ノ
」
を
介
す
る
例
が
あ
る
と
断
定
さ
．
れ
た

台
宣
・
六
一
五
叶
）
．
が
、
私
は
疑
受
こ
れ
は
従
来
の
文
法
の
常
識
を
く
つ
が
え

す
も
の
で
あ
る
。
実
際
に
平
安
時
代
の
点
本
の
連
体
形
の
体
言
修
飾
例
は
数
万
・

と
あ
る
、
法
華
義
疏
長
保
点
も
玄
賛
古
点
も
そ
う
で
あ
か
の
に
、
一
こ
れ
が
孤
例

で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
玄
賛
の
は
中
田
博
士
の
訳
文
扇
で
は
「
依
（
隼
て
）
．
の

掛
に
・
（
な
り
）
」
と
訓
ま
れ
、
．
養
l
坑
の
一
例
は
「
の
」
．
点
が
不
明
瞭
で
「
釈
す
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る
▼
〔
之
］
中
に
」
と
訓
ま
れ
、
他
は
「
経
の
之
を
腰
フ
（
、
る
）
法
」
・
、
と
訓
ま
れ

∵
る
。
動
詞
の
連
体
形
語
尾
が
加
点
さ
れ
て
い
な
い
点
で
も
確
か
さ
を
欠
く
。
後
．

続
点
本
に
例
を
見
ず
、
こ
の
よ
う
な
訓
の
発
生
の
理
由
も
解
け
な
い
。
ま
た
誤
、

点
と
い
う
ー
㌻
も
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
告
か
か
る
「
ノ
」
の
用
法
の
発
生

は
、
私
は
、
中
世
以
後
新
訓
法
が
漢
文
の
誼
字
「
之
」
ま
で
落
さ
ず
訓
ん
で
破

格
訓
法
を
作
っ
た
、
．
そ
の
折
の
一
で
あ
ろ
う
と
見
た
が
如
何
で
を
ろ
う
。
（
小
一

林
「
花
を
見
る
の
記
」
の
言
い
方
の
成
立
追
考
」
文
学
論
藻
1
4
号
）
。
桐
「
マ

キ
（
ね
カ
l
）

ク
ホ
シ
」
の
例
（
三
宅
ペ
）
と
さ
れ
た
の
は
、
一
四
宍
ペ
の
「
閲
か
マ
ク
欲
は
し
と

（
ね
カ

l
は
）

ま
う
す
」
に
な
ら
っ
て
「
得
マ
ク
欲
（
し
）
ヰ
」
と
補
託
し
た
い
。
訓
点
に
は

「
マ
・
ケ
欲
す
」
は
あ
っ
て
も
「
マ
ク
ホ
シ
」
は
な
い
常
識
を
こ
の
一
例
で
破
る

こ
と
に
抵
抗
を
覚
え
る
か
ら
で
あ
る
。

⇔
用
例
の
訓
読
文
に
つ
い
て
。
本
書
の
豊
富
な
例
文
は
関
係
箇
処
と
は
別
の

部
分
も
活
用
さ
れ
る
．
完
が
予
想
さ
れ
竃
の
で
二
言
。
の
同
じ
例
文
が
二
箇
処

に
掲
げ
ら
れ
る
際
、
両
者
が
異
な
る
む
の
が
あ
る
二
究
ペ
（
≡
）
と
蔓
ペ

（
四
九
）
、
竺
六
ペ
（
一
七
）
と
四
望
ペ
（
二
三
）
、
・
四
竺
ペ
（
一
〇
二
）
と
四
署
ペ

（
三
二
二
）
。
又
私
の
調
査
し
た
の
と
異
な
る
も
の
が
あ
る
。
．
四
望
ペ
（
一
〇
五
）

「
…
応
こ
（
し
～
不
可
説
】
な
る
」
は
私
の
ノ
ー
・
ト
に
は
「
空
名
も
応
封
q
刃
不
可
説
u

（
訓
）

実
（
も
二
不
可
説
鍔
」
七
あ
る
。
「
応
」
に
は
「
と
い
ふ
」
の
ヲ
コ
ト
点
が
あ

り
、
「
説
」
に
は
一
「
な
る
」
の
点
は
な
く
、
「
し
」
（
「
て
」
に
近
い
位
置
）
が

あ
り
下
の
「
不
可
説
せ
む
」
に
反
点
が
あ
る
か
ら
、
上
の
「
不
可
説
辻
は
「
せ

（
じ
）

む
」
．
に
応
ず
る
中
止
形
で
あ
ろ
う
．
。
．
四
竺
ペ
（
八
七
）
「
不
レ
成
（
せ
）
」
の
「
不
」

に
は
「
し
」
の
ヲ
コ
ト
点
が
認
め
ら
れ
な
四
昌
ペ
（
一
五
二
）
「
無
時
事
（
…
こ
と

己
（
が
）
宗
】
セ
」
は
「
己
」
に
「
ガ
」
の
一
ヲ
コ
ト
点
、
「
無
（
原
本
「
元
」
）
」
に
「
ヰ
」

の
外
に
「
と
」
が
あ
る
。
こ
の
「
と
」
は
前
の
「
頚
日
」
の
結
び
で
．
「
イ
フ
」

を
略
し
た
も
の
で
あ
る
。
・
（
〓
ハ
三
）
・
の
「
拾
ッ
ル
」
も
「
頚
日
」
の
結
び
で
同

じ
く
「
と
」
∴
り
チ
コ
ト
点
が
あ
る
が
見
落
さ
れ
た
。
四
五
四
ペ
　
（
一
七
八
）
．
「
不
レ
　
2
8
1

王
立
｛
た
）
」
の
「
不
」
に
も
同
じ
く
「
と
」
の
点
が
あ
る
。
．
な
お
．
「
重
り
ぬ
」

の
ヲ
コ
ト
「
＋
」
の
符
号
は
な
く
、
右
中
に
　
「
フ
」
　
（
あ
ら
む
・
な
ら
む
）
か
′

あ
る
。
こ
の
例
の
上
の
「
除
忘
れ
」
の
「
ぬ
」
の
ヲ
コ
ト
点
は
見
当
ら
な
い
・
。

（
〓
ハ
二
）
T
と
い
．
ふ
」
脱
J
以
下
承
和
点
に
つ
い
て
は
省
略
。
言
論
天
安
点
で

も
、
習
（
ペ
　
（
六
六
）
．
「
智
の
み
ヤ
…
増
長
す
る
…
蘭
く
す
ヤ
」
は
私
の
ノ
ー
ト
に
は
・

「
の
み
」
は
仮
名
、
「
す
る
」
は
「
（
聖
る
」
、
結
び
に
「
と
い
ふ
」
が
あ
る
。
・

他
省
略
。

∴
伺
「
当
」
に
マ
サ
ニ
ー
ベ
シ
と
読
ん
だ
例
は
な
い
（
日
昌
ペ
）
と
あ
る
が
、
私

に
は
「
今
当
に
答
へ
し
」
が
拾
え
た
。
「
へ
シ
」
は
実
字
で
「
可
」
の
暗
線
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
冥
九
ペ
仮
名
字
体
表
に
加
う
べ
き
で
あ
る
㍉
実
字
訓
「
時
ハ
」
も
加
’

え
た
い
。
「
等
」
に
付
訓
し
た
も
の
は
な
い
（
四
完
ペ
）
と
あ
る
が
、
「
如
き
是
の
等
は

皆
是
レ
深
浄
の
法
曹
」
が
あ
っ
た
。
「
右
外
の
星
点
は
並
列
助
詞
ト
」
（
竺
ニ
ペ
）
の

外
に
（
一
〇
〇
）
の
「
と
」
の
よ
う
に
格
助
詞
に
も
用
い
て
い
る
。

右
の
こ
と
は
解
読
の
難
し
さ
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
仮
名
文
学
で
も
同
様

な
こ
と
は
皆
無
で
は
な
い
。
要
は
全
貌
を
示
し
て
善
本
を
公
に
す
る
こ
と
の
要

が
痛
感
さ
れ
る
。
重
要
資
料
で
あ
れ
ば
、
一
占
茸
に
二
通
旦
二
通
り
の
解
読
文

が
あ
っ
て
も
ま
た
、
和
文
灯
比
べ
れ
ば
多
い
と
は
言
え
ま
い
。
語
の
清
濁
を
本
．

書
が
「
語
彙
」
で
諸
処
名
義
抄
を
ひ
い
て
注
意
さ
れ
る
か
ら
に
は
「
ウ
ル
ホ
シ

ソ
ソ
刺
ズ
（
（
一
昔
）
」
「
を
こ
瑚
り
∴
八
〇
ニ
ベ
）
」
「
ク
ハ
列
ツ
（
八
〇
一
ペ
）
」
な
ど

ま
で
底
徹
さ
せ
た
い
。
仮
名
道
の
例
文
中
、
「
ソ
ル
ベ
」
「
ア
ブ
ラ
サ
シ
」
な
ど

濁
音
表
示
の
仮
名
ま
で
挙
げ
る
の
は
ゼ
う
か
。
又
「
イ
ヌ
手
」
（
天
ニ
ペ
）
は
名
l

義
抄
．
・
字
鏡
に
見
え
て
い
る
。

′
伺
淳
祐
関
係
三
資
料
の
比
較
考
証
の
論
拠
に
用
い
た
六
点
（
三
九
べ
）
は
本
書

の
著
者
と
し
て
は
十
分
に
証
明
さ
れ
て
な
い
感
が
あ
る
。
こ
の
事
実
に
は
広
．
く



」究研の語点佃た見ら，刀史究研語読訓

訓
読
語
の
変
遷
、
資
料
別
考
察
が
な
さ
れ
・
た
上
で
論
拠
た
り
う
る
が
、
そ
の
よ

う
な
手
続
が
行
わ
れ
て
い
な
い
。
「
及
を
オ
ヨ
ビ
と
読
む
こ
と
は
初
期
に
す
で

に
例
が
あ
る
」
と
は
、
本
書
の
「
及
」
の
関
保
ペ
ー
ジ
を
見
て
も
見
当
ら
恋
い
。

管
見
に
も
入
ら
な
い
（
小
株
「
及
字
の
訓
読
」
言
語
と
文
芸
4
号
）
。
「
於
」
の

「
ニ
オ
イ
テ
」
は
平
安
朝
全
期
を
通
じ
て
広
く
用
ゐ
ら
れ
た
と
一
い
う
の
は
、
平

安
初
期
の
「
ニ
シ
テ
」
の
ヲ
コ
ト
点
を
「
ニ
オ
イ
テ
」
．
と
よ
ま
れ
．
た
上
で
の
誤

解
で
あ
る
。
仮
名
容
例
で
は
初
期
に
は
「
ニ
」
「
ヲ
」
「
ノ
ウ
．
へ
ニ
J
「
：
シ
テ
」

の
み
で
あ
る
か
ら
、
竺
？
竺
丁
買
七
ペ
の
ヲ
コ
ト
点
回
の
「
オ
ヰ
テ
」
は
再
考

の
要
が
あ
る
。
管
見
で
は
「
オ
イ
テ
」
の
早
い
例
は
平
安
中
期
げ
玄
替
古
点
で

あ
る
。
イ
音
便
か
ら
見
て
も
後
の
成
立
で
あ
ろ
う
。
平
安
初
期
に
　
「
於
」
　
を

サ
ヘ

．
「
ウ
へ
ニ
」
と
訓
ん
だ
確
例
、
薗
蔵
十
輪
経
元
圧
点
の
「
六
根
の
於
に
」
を
か

っ
て
指
摘
し
「
於
」
の
訓
の
消
長
を
述
べ
た
　
（
「
古
点
の
況
字
続
詔
」
　
東
洋
大

学
紀
要
1
2
昭
和
三
十
三
年
二
月
）
　
こ
と
を
参
照
い
た
だ
け
れ
ば
幸
で
あ
る
。
著

者
と
し
て
証
明
不
十
分
の
論
拠
に
よ
っ
た
箇
処
は
他
に
も
見
受
け
．
も
れ
る
。
・

論
の
創
説
か
、
再
説
か
を
論
う
こ
と
は
、
し
か
し
訓
読
語
研
究
の
現
状
で
は

問
題
で
は
あ
る
ま
い
。
l
む
し
ろ
相
教
え
ら
れ
、
相
補
い
良
き
発
達
に
資
す
べ
く

努
力
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
「
今
日
の
訓
読
語
研
究
は
万
葉
集
研
究
に
．
喩
え
れ
ば

近
世
初
期
こ
ろ
だ
」
と
い
う
さ
る
人
の
言
は
、
和
語
に
お
け
る
準
言
集
覧
の
よ

う
な
訓
読
語
彙
集
が
や
が
て
作
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
、
言
語
の
歴
史
的
変
遷

の
見
地
を
導
き
入
れ
て
和
文
を
主
と
す
る
国
語
史
を
記
述
し
た
よ
う
に
訓
読
語

の
史
的
変
遷
も
近
い
将
来
に
解
明
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
、
第
三
に
、
今
日
ま

で
に
和
文
の
善
本
が
総
索
引
の
公
刊
と
一
緒
に
公
共
財
産
に
な
り
つ
つ
あ
る
よ

う
に
、
何
よ
り
滝
訓
点
資
料
の
正
確
な
解
読
文
と
い
う
善
本
の
多
量
提
供
が
将

来
な
さ
れ
る
†
あ
ケ
う
、
七
い
う
意
味
に
お
い
で
、
か
の
寸
言
虻
同
感
を
覚
え
ノ

る
の
で
あ
る
。

以
上
の
妄
評
の
言
辞
も
ま
た
健
全
な
訓
読
語
研
究
の
将
来
を
思
う
余
り
の
造

り
で
あ
る
と
許
さ
れ
た
い
。
む
し
ろ
先
走
っ
た
た
め
の
や
ぶ
に
ら
み
の
評
で
あ

っ
た
こ
と
を
改
め
て
反
省
す
る
。
本
書
に
お
け
る
著
者
の
長
年
の
労
に
よ
っ
て

集
め
ら
れ
た
豊
富
な
例
と
解
釈
に
基
づ
く
多
く
の
新
事
実
は
、
国
語
史
に
寄
与

す
る
所
大
き
く
、
所
期
の
成
果
を
収
め
て
い
る
こ
と
を
繰
返
し
強
調
し
た
い
。

、
（
付
記
、
正
誤
表
を
希
ま
れ
る
方
は
書
店
　
（
東
京
都
千
代
田
区
神
田
神
保
町

一
の
三
四
、
風
間
書
房
）
．
か
ま
た
は
著
者
へ
勧
連
絡
下
さ
い
）

〔
付
－
〕
　
「
訓
点
語
の
研
究
」
．
所
収
論
文
目
録

○
評
者
の
作
成
原
稿
に
著
者
が
加
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
既
発
表
原
稿
も
新
た
に
加
筆
や
書
き
改
め
ら
れ
た
も
の
が
多
い
。

〔
第
l
部
）
．

反
点
の
発
達
一

・
仮
名
と
ヲ
コ
ト
点
と
の
交
渉

ア
・
ハ
・
ヤ
・
ワ
四
行
の
波
間

二
つ
の
イ
音
便

ム
‥
モ
の
相
通
．

昭
和
1
2
年
．

6
月

昭
和
31
年
11
月

昭
和
3
3
年
1
月

昭
和
30
年
1
0
月

書
下
し
、

国
語
国
文
七
巻
六
号
「
地
蔵
十
翰
踵
元
慶
点
拾
遺
」

国
語
学
会
中
－
・
四
国
支
部
研
究
発
表
会
（
口
述
）

国
語
国
文
二
十
七
巻
二
号
「
同
題
」

訓
点
語
と
訓
点
資
料
五
輯
（
「
お
も
ら
き
考
」
）
．
、
大
部
分
書
下
し

魯
下
し

書
下
し

9

2

「
⊥



平
安
初
期
の
訓
点
語
に
伝
へ
ら
れ
た
上
代
の
文
法

訓
点
語
の
禁
止
表
現
法

ト

イ

フ

ハ

ト

ト

イ

ハ

・

ト

ハ

に

つ

い

て

「
蹴
」
の
舌
活
用

「
都
・
曽
」

訓
点
語
で
「
等
」

「
如
」
の
訓
二
つ

訓
点
語
の
敬
語
・

訓
点
語
の
擬
声
語

「
不
肯
」
の
古
訓

山
　
　
拐

う
つ
ら
う
つ
ら
考

い
l
く
ひ
さ
さ
考

を
ゴ
ト
シ
と
読
む
場
合

l
昭
和
3
5
年
5
月

昭
和
3
3
年
1
1
月

昭
和
1
0
年
9
月

昭
和
3
4
年
2
月

昭
和
3
5
年
1
0
月

昭
和
1
0
年
7
月

昭
和
3
3
年
1
0
月

昭
和
3
5
年
2
月

昭
和
3
3
年
3
月

昭
和
3
0
年
1
0
月

昭
和
3
1
年
1
0
月

〔
第
二
部
〕

岩
淵
本
頗
経
四
分
律
古
点

山
田
本
妙
法
蓮
華
桂
台
点

大
東
急
記
念
文
庫
本
大
乗
広
言
論
釈
論
承
和
点

大
東
急
記
念
文
庫
本
吉
論
天
安
点

東
大
寺
本
金
剛
般
若
経
費
述
仁
和
点

石
山
寺
本
蘇
悉
地
掲
羅
経
略
疏
寛
平
点

石
山
寺
本
妙
法
蓮
華
経
玄
賛
古
点

石
山
寺
本
弁
中
辺
論
延
長
点

石
山
寺
本
蘇
悉
地
掲
羅
経
略
疏
天
暦
点

石
山
寺
本
法
華
義
疏
長
保
点
．

・
昭
和
3
1
年
6
月

昭
和
3
1
年
8
月

昭
和
3
4
年
6
月

昭
和
3
3
年
1
1
月

昭
和
3
5
年
2
月

昭
和
3
0
年
1
0
月

昭
和
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